
　はじめに

　私は住宅の設計をしています。設計していると，

なぜこれを作ったのかということをふと疑問に思

い，自分の頭の中はどうなっているのかと思うこと

があります。建築家というのは自分と自分以外のも

のをどういうふうに融合させるか，という仕事だか

らかもしれません。今日は，海外での旅行や，仕事

での経験を中心にお話をして，設計士の頭の中はこ

うなっている，ということを木製サッシに関連させ

ながらお話ししたいと思います。

　西洋建築

　写真1はパンテオン

というローマの遺跡

で，今から1900年く

らい前にできた建物

です。これは直径43m

の球を内包するドー

ムになっています。

そして天井部には直

径9mの円形の窓（穴）

がついています。

　これを最初にお見

せ す る の は ， 私 に

とって理想の窓であ

る 要 素 を い く つ か

持っているからです。どこがすばらしいかという

と，まずは構造です。球の頂点は構造的に難しいの

ですが，そこに直径9mくらいの穴を設置することに

よってうまく解決しています。

　また，デザイン的には，この大きな穴から光が

入って全体を照らしながらも，スポットライトのよ

うな効果を持たせています。そしてそれは刻々と位

置を変えていき，時間の推移が見て取れるところが

すばらしいと感じています。

　ただし，雨が降ったときはここから雨が入ってき

ます。これは現在の建物だとクレームになります

が，自然そのものを感じ取ることができる窓でもあ

るのです。

　また1900年間という長い年月をメンテナンスフ

リーで維持している点も，私にとっては理想的です。

　写真2はバチカン市

国にある，サンピエ

トロ寺院です。これ

は非常に大きな建物

ですが，こういう壮

大な建物も窓があっ

て初めて内部空間が

意識できるのだと思

います。

　写真3はパリのセー

ヌ川のほとりにある

マンションです。こ

ういう建物の外観で

も窓というものが表

情を作っているこ

とがわかります。

　 写 真 4 は ベ ル

ギーのブリュッセ

ルの建物ですが，

これも窓によって

非常に楽しさあふ

れる表情が作り出

されていると思い

ます。

　あるとき，ブ

リュッセルのある

事務所のリニュー

アルを手伝ったこ

とがありました。

そのとき実感した

のは，我々が普段

感じている西洋の伝統的な格好よさというのは，実

際には厳しい条例や，長持ちするとか，交換可能と

いったことに基づいたものである，ということでし

た。これは，観光で訪れているだけではわからない

ことで，仕事を通して初めて感じ取り，理解した良

い経験です。
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　エジプト～アジアの建築

　古代の遺産であるピラミッドが存在するエジプト

で感じたのは，砂漠という不毛な環境が，「永遠」

という概念を作り出したのではないか，ということ

です（写真5）。そしてこの概念があって初めて，

5000年という月日を経て，なお我々の目の前に存在

するという結果につながっているように思いました。

　一方，カンボ

ジアは高温多湿

な環境であるた

め，エジプトと

は違った価値観

を感じ取ること

ができました。

写真6のように

樹 木 が 建 物 を

守っているのか

壊しているのか

わからない状態

のものがありま

す 。 こ の よ う

に，自然と一体

となるというこ

とが非常にアジ

アらしいと感じ

ます。

　写真7は香港ですが，雨後のたけのこのようにビルが

ひしめいています。そして，ひとたび路地に入ると

写真8のような雑踏になっていて非常にエネルギーを

感じます。また，写真9は香港の高層アパートですが，

緑の壁を使うことでリズムを生み出しています。た

だし，決してそこの人々の生活を隠したり規制した

りすることはありません。この点も西洋と違ったア

ジアの特徴と言えるのではないでしょうか。

　日本の建築

　これまで世界を回ってきましたが，一方で日本と

いう国はどういう国なのか，という疑問がでてきま

す。これは，島国だったということが大きく影響し

ていると思いますが，なかなか説明のしにくい国が

日本，とも言えるのではないでしょうか。

　日本の自然との

かかわりとは，あ

る程度放っておい

た（もしくは放っ

ておいたようにみ

せた）状態の，自

然と融合する美し

さというものを感

じます（写真10）。

　また，機能を追

及し，それを超え

た美しさというの

もあります。それ

は特に日本庭園な

どに見て取れます

が，例えば写真11

のような金沢兼六

園の雪吊りなども，枝が雪の重みで折れないように

という，機能を超越した美しさを感じます。

　写真12は古い日本の家屋の雨戸です。雨戸を活用

して光を取り入れる機能を満たしつつ，外側，つま

り町の美しさを保っています。これは障子について

も同様です。障子の役割は外と中を仕切ることです

が，外の気配を感じながら仕切るという点が日本的

だと思います（写真13）。西洋の窓も同様の機能を

持っていますが，このことを意識的にやるのが西洋

で，無意識的に取り入れるのが日本だと言うことが
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できるのではないでしょうか。

　写真14はスペインのアルハンブラ宮殿の木の格子

です。日本の障子と同じような機能を果たしている

と思いますが，やはり雰囲気が違います。このよう

に，光をどう生かすか，という視点でも西と東で違

いがあるのです。

　そのため，西洋と日本との違いを我々がどのよう

にくみとりながら設計し，建築していくのか，とい

うことを意識しておきたいと常々思っています。

　自作を通して　

　写真15は学生の

頃に友人5人と協力

して設計した真鶴

（神奈川県）の別

荘です。3つの建物

を斜面に置き，間

にできたすき間に

玄関などを配置し

ました。ここは周

りがみかん畑なので，このような大きな窓を設置し

てもプライバシーなどの不都合なことはなく，夏に

なるとみかんがなっているのがきれいに見えます。

　写真16は北海道

で 初 め て 設 計 し

た，西洋のお城の

ような建物です。

これもブロックの

ような建物を2つ設

置しました。その

間をガラスブロッ

クでつないで，大

きな開口部にしま

した。

　写真17は15年く

らい前に設計した

自分の家です。こ

れも1階をブロック

にして2・3階を木

造にしました。ブ

ロックだとどうし

ても開口部が狭く

なってしまうので，そこを構造的に色々工夫して広

い開口部を設けました。

　写真18は東北の八甲田

にある温泉で，木造の新

館です。露天風呂は天井

を高くして硫黄のにおい

をこもらせないようにし

ました。また，太い材料

を使用し，森林浴をして

いるような感じに設計し

ました。

　写真19は中富良野で設

計した「花人の舎」で

す。この建物は内部を楽

しんでもらお

うと思い，あ

えて大きな窓

は作りません

でした。

　また，同じ

中富良野のプ

ライベートな

ゲストハウス

写真12　雨戸の外観 写真13　障子の内観

写真15　真鶴の別荘

写真14　アルハンブラ宮殿

写真16　小樽のブロック住宅

写真17　私の家

写真18　八甲田の温泉

写真19　花人の舎
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を設計しました

（写真20）。景

色のいい場所，

そして斜面をい

かに活用するか

ということを工

夫しました。斜

面を活かすため

にスキップフロ

アとし，建物の

一 番 下 ま で 9 0

ｃｍ間隔にずら

して斜面に適合

させました。そ

して，広い空間

には写真21のよ

うな広い窓を，

小さな空間には小さな窓を設け，それぞれの空間を

楽しめるように工夫しました。

　写真22は上富良野にある日本画家のアトリエで

す。これは，1階はRC造，2・3階は鉄骨造で外断熱工

法の建物です。窓

は木製サッシを使

用し大きな開口部

を作りました。2

階のレストラン

は，十勝岳連峰が

見渡せるように，

間口を12m取りま

したが，上の部分

は格子にして強度

を保ちました。

　写真23は札幌の住宅で，ここも傾斜があるので床

を下げながら地下を作り対応しました。これにも木

製サッシを使い風景と一致するようにしました。周

りの木をなるべく切らないで，という要望だったの

で，木が建物に

非常に近い位置

にあります。こ

のことが逆に森

の中にいるよう

な感じを演出し

ています。

　写真24はニセコ

のギャラリー付き

の別荘です。別荘

ですがギャラリー

付きなのでプライ

ベートな雰囲気に

はあえてしません

でした。1階は，RC

造 で Ｌ 字 型 と し

て，2階は木造とし

ました。開口部は

大きく設定し，木

製サッシを使い，

壁をなくしました

（写真25）。

　写真26は最近の札幌の

街中に作った住宅です。

これは町へのアピールと

して，赤い木製サッシで

カラフルにしました。

　このように，私の設計

の中でも場面場面に応じ

て木製サッシを使ってい

ます。今後も，もっと北

海道のブランドとしての

木製サッシをアピールし

ながら，活用していきた

いと考えています。

（文責：林産試験場 性能部　牧野 真人）

写真22　上富良野・後藤美術館

写真23　中ノ沢の住宅

写真24　ニセコの
ギャラリー付別荘

写真25　別荘内観

写真26　札幌市街の住宅

写真20　中富良野のゲストハウス

写真21　ゲストハウス内観
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